
令和３年度 学校経営方針・重点事項等
学校名 北海道日高高等学校 校長名 谷 尊 仁 課程 定 時 制

【学校教育目標】

・自律する人間 ・共創する人間 ・錬磨する人間

１ 学校経営方針

学校経営方針・ （1）確かな学力と実践力の育成

重 点 事 項 等 （2）豊かな心と健やかな体の育成

（3）魅力ある学校づくりの実現

２ 重点事項

（1）授業改善 (2)生徒指導 (3)キャリア教育 (4)開かれた学校

(5) 服務規律保持 （6）コミュニティ･スクールの充実

項目 観点 現 状 と 課 題 等 課 題 解 決 の 方 策 等

・産業学習担当（町教委）と連携協働し ・連絡会での定期的な情報交換に加え、

た教育活動の推進 担当者間の事務打合せを推進する。
教育課程の管理 ・生徒の実態に応じた指導方法の工夫･ ・評価基準の改善と検討を推進する。
（特に編成・実施・評価等） 改善・評価 ・個別指導体制の確立を図る。

・産業学習を活用した特色ある教育課程 ・「地域とともにある学校」として体験

の編成･実施･評価･改善 活動、勤労奉仕活動の充実を図る。

・教職員の資質能力を活かした学校経営 ・教職員面談や日頃からのコミュニケー

の推進 ションにより、学校運営の推進を図る。
校内組織の活性化

・教職員の資質能力向上を図る校内研修 ・外部会議の情報共有、外部研修会等の
（特に、職員の協働意識、危機管理

の充実 参加の推進を図る。
体制等）

・危機管理体制の整備と協働体制の確立 ・危機管理に対する意識高揚を図る。

・外部に本校の魅力（産業学習･定時制） ・学校説明会や情報発信による本校ブラ

職員の意識改革と
について情報発信の推進 ンドを構築する。

資質能力の向上
・国や道における教育動向を踏まえた魅 ・適宜、教育情報の提供に努め、教職員

（特に研修、評価、公務員倫理等）
力ある高校づくりの推進 の意識向上を図る。

・教職員へ服務規律保持の徹底 ・研修会、個人面談により徹底を図る。

・学校課題に即した評価項目の設定 ・分かりやすい評価項目や評価基準、達

学校評価等の活用
・重点評価の実施 成状況及び改善方法を検討する。

（特に公開と説明責任等） ・学校評価報告書の活用 ・次年度以降に重点課題を反映させる。

・評価内容を研修し、工夫改善に努める。

・町内小中との連携と協働 ・コミュニティ･スクールを活用し、町

・地域、家庭の教育力向上 内小中学校への授業参観や交流を促
地域等との連携

・学校運営への参画意識の向上 し、地域の教育力向上を図る。
（特に小中高連携、地域活動等）

・所属職員の課題解決に向けた取組意欲

を協働体制で推進する。

・教育職員の平均年齢が３３，４歳であ ・道教委施策が効果的に機能するよう積

職員の状況
り、Ｄ地区夜間定時制としては十分な 極的な人事交流を希望し、活用する。

（特に、年齢構成、人事、健康等） 配置（うち初任段階の教諭４名） ・引き続き、職員ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱｰに努める。

・教員は健康で勤務状況は良好 ・経験者の配置による育成を推進する。

・次代を担う教員育成の配置を検討

・全校生徒２６名中、寮生徒２３名、 ・寮における生活指導と学習指導を計画

生徒の状況 （町内３名、道内１１名、道外１２名） 的に実施する。

（特に、学習、進路、生徒指導、 ・特別支援教育の推進（研修･理解） ・生徒の個別支援と指導の配慮を行う。

特別活動等） ・義務教育段階の学習内容定着が不十分 ・基礎学力の確実な定着と、指導方法の

な生徒が多数在籍 工夫改善を図る。

・保護者･地域へ積極的な情報発信と教育 ・引き続きＷｅｂページの効果的な活用

そ の 他 活動の協働参画を推進 による閲覧者や保護者への情報公開と

・コミュニティ･スクールの充実 各種行事への参画を図る。

・働き方改革の推進 ・地域活性化を図る事業を推進する。


